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1.

この研究では､コンピュータを用いた共同作業と､

机を囲んでペンと紙で行う作業を融合した､遠隔的

な共同作業システムを開発した｡

2･Agora

基盤環境Agoraは､参加者が実物体や文書を映像と

して共有しつつ相互に指さしが可能な共有領域と､お

およその作業の様子はわかるが､その詳しい内容まで

はわからない個人領域とをあわせ持っている｡特に､

これらの領域と対話者の上半身映像を立体的に配置

することによって､各領域での作業のみならず領域間

の移動を相互観察可能とした点が特徴である｡その結

果､対話者の行動を予測しながらコミュニケーション

することが可能となった｡

2.1

Agoraのシステムは､2面のディスプレイで囲まれ

た空間に机を設置し､2面ディスプレイには遠隔地

の参加者を表示した｡2面ディスプレイの中央付近

には薄型のカメラが取り付けてあり､これで参加者

の上半身画像を撮影している｡また､机の上にもカ

メラとプロジェクタを設置し､遠隔地の机の上の物

体や手振りの映像をローカルな机の上に投影すると

同時に､ローカルな机の上の状況も遠隔地の机の上

に投影した｡これによって､机上の文書や手振りを

遠隔地間で共有することが可能となった｡

しかし､このシステムでは机の上に投影された映

像の画質が不十分であったため､遠隔側の机上の印

刷物の内容を自分側の机上で明瞭に確認することは

困難であった｡そこで､今回作成した新しい改造型

Agoraシステムでは､机上に書画用の領域 (共有領

域と呼ぶ)を設け､その上部に文書用カメラを設置

した｡そしてこのカメラの映像を遠隔サイ トからの

同様の映像と合成し､2面スクリーンの 1つに投影

した｡双方の映像が合成されているため､実際の文

書が無い側の参加者が共有領域に手を出すと､その

映像が合成され､文書共有画面に表示されるため､

遠隔の参加者も文書に対して指さしをすることがで

きる｡

一方､従来の机上での文書/手振り共有機能はそ

のままとした｡この領域は文書を共有するには画質

が不十分であるが､その映像から対話者のおおよそ

の作業状態を知ることができる (この領域を半共有

領域と呼ぶこととする)0

このシステムを利用して､地図や写真を用いた遠

隔的共同作業の実験をおこなった｡
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